
価値創造を支える強み

　DBJグループには、日本開発銀行設立以来70年もの間、社会課題の解決を通じて、培ってきた「強み」があります。この「強み」
をもとに、リスクマネーやナレッジ等を活用したお客様の課題解決を通じた持続的成長を目指しており、「強み」をさらに伸ばすた
めの施策にも取り組んでいます（P44～51「経営基盤戦略」参照）。
　また、職員のマインドに共通する「4つのDNA」が、事業環境や社会課題が変化するなかでも、「強み」の受け継ぎと変化への 

対応を可能にし、更なる価値創造を牽引しています。

知的資本

前身の日本開発銀行時代から企業の設備資金向け長期融資に取り組み、
企業分析力と事業性評価力を磨いてきました。加えて、行動基準に「個
の挑戦と協働」を掲げており、プロジェクトファイナンス、DIPファイナン
ス、PPP・PFI、アセットファイナンスなど、先進的な金融手法を国内黎
明期に導入し、数多くの実績を積み重ねてきました。また、お客様の抱え
る様々な課題に対して、長期的視点に基づき、メザニンファイナンスや 

エクイティ投資などの手法を駆使しながら、リスクマネーを供給してきま
した。

戦後の復興期より政策金融で日本の成長を支え、現在でも業界の有力
企業をはじめとした数多くのお客様を支援しています。60年以上の歴史
を持つ「設備投資計画調査」では、調査結果を踏まえた企業経営トップ
との意見交換を行うなど、関係資本の強化にも努めています。長きにわ
たり日本の成長と共に歩んできたDBJグループは、これからも長期的視
点に基づいて、お客様に寄り添っていきます。

政府系金融機関として生まれ、そのパブリックマインド・中立性から、 
多様なステークホルダーと強固な連携・協働関係を構築してきました。 
大規模災害や金融秩序の混乱等の日本の危機発生時には、政府が指定
する金融機関として機動的に適切な危機対応業務を遂行し、また、地域
の課題に応じて、地域金融機関との協働ファンドにより地域へリスク 

マネーを供給するなど、DBJグループはこれからも結節点として、ステー
クホルダーの皆様と連携・協働していきます。

使命を果たす源泉ともいえるのが、企業理念・価値観（「挑戦」「誠実」）の
共有・追求を通じて形作られ、脈 と々引き継がれてきた「長期性」「中立
性」「パブリックマインド」「信頼性」という4つのDNAです。これらは、 
私たちの独自の事業活動を支えるDBJグループの強みともなっており、 
これらがあるからこそ、その他の強みも発揮できています。

2004年に企業の環境経営度を評点化する融資メニュー「DBJ環境格
付」融資を世界で初めて開発して以来、「DBJ BCM格付」「DBJ健康経
営格付」とその種類を増やすとともに、「DBJ-対話型サステナビリティ・
リンク・ローン」やコンサルティングサービスの提供等、お客様との対話
を重視しながら、お客様のサステナビリティ経営を支援してきました 

（累計融資額2兆6,219億円）。2011年には、「DBJ Green Building

認証」を開発し、不動産のサステナビリティ評価にも参入しています。
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